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理
事
か
ら
は
、「
長
期
的
な
視
点

で
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」「
災

害
時
の
対
応
力
強
化
も
視
野
に
入
れ

る
べ
き
」「
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み

を
地
域
全
体
へ
発
信
で
き
る
施
設
に

し
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
意
見
も

出
さ
れ
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
協
議

が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
理
事
会
で
の
協
議
の
結
果
、
長
期

的
な
収
支
面
や
運
用
面
、
さ
ら
に
は
防

災
面
も
含
め
て
総
合
的
に
判
断
し
た

結
果
、
当
組
合
と
し
て
は
「
自
己
所
有

型
」
に
よ
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
己
所
有
型
は
、
初
期
投
資
が
必

要
と
な
る
一
方
で
、
長
期
的
に
は
電

力
コ
ス
ト
削
減
効
果
を
よ
り
大
き
く

見
込
め
る
こ
と
や
、
設
備
を
自
ら
管

理
・
運
用
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。
ま
た
、
補
助
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
導
入
時
の
負
担
軽
減

も
図
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
回
の
計
画
で
は
、
平
常

時
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
だ
け
で
は
な

く
、
災
害
時
の
事
業
継
続
や
地
域
貢

献
も
重
要
な
目
的
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自

然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お

り
、
停
電
が
長
期
間
続
く
事
例
も
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ア
ピ

オ
ス
ペ
ー
ス
へ
の
電
力
供
給
が
停
止

し
た
場
合
で
も
、
必
要
最
低
限
の
電

力
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
蓄
電
池
設

備
に
つ
い
て
も
併
せ
て
導
入
す
る
方

向
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
な

ど
に
蓄
え
ら
れ
た
電
力
を
建
物
へ
供

合
に
と
っ
て
最
も
効
果
的
な
導
入
方

法
に
つ
い
て
慎
重
に
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
脱
炭
素
実
行
委
員
会
で
の
検
討
内

容
を
踏
ま
え
、
理
事
会
に
お
い
て
も

具
体
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
会
で
は
、
自
己
所
有
型
で
の

導
入
に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
た
㈱
エ

ナ
ジ
ア
か
ら
、
設
備
規
模
や
発
電
想

定
量
、
導
入
費
用
、
補
助
金
活
用
後

の
収
支
見
込
み
な
ど
、
詳
細
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
特
に
議
論
と
な
っ
た
の
は
、
Ｐ
Ｐ

Ａ
型
と
自
己
所
有
型
を
比
較
し
た
場

合
の
長
期
的
な
費
用
対
効
果
で
す
。

単
年
度
だ
け
で
は
な
く
、
20
年
間
と

い
う
長
期
ス
パ
ン
で
、
設
備
導
入
に

よ
る
現
金
流
出
額
、
電
力
使
用
量
の

削
減
効
果
、
将
来
的
な
利
得
額
な
ど

を
比
較
し
な
が
ら
、
入
念
な
検
討
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
単
な
る
経
済
性
だ
け
で
は

な
く
、
将
来
的
な
電
気
料
金
の
変
動

リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
施
設
と
し
て
の

安
定
的
な
電
力
確
保
、
地
域
に
お
け

る
環
境
配
慮
型
施
設
と
し
て
の
役
割

な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
へ
の
対
応

が
全
国
的
な
課
題
と
な
る
中
、
当

組
合
に
お
い
て
も
、
将
来
を
見
据

え
た
持
続
可
能
な
施
設
運
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

２
０
２
４
年
度
に
は
、
ア
ピ
オ
全
体

と
し
て
ど
の
よ
う
に
脱
炭
素
化
を
進

め
て
い
く
べ
き
か
を
整
理
し
た
「
脱

炭
素
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
提
案
書
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
提
案
書
で

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
防

災
機
能
の
強
化
な
ど
を
柱
と
し
、
中

長
期
的
な
視
点
で
施
設
全
体
の
方
向

性
を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
２
０
２
５
年
度
に
お
い
て

は
、
そ
の
提
案
書
の
内
容
を
具
体
化

す
る
た
め
、「
会
津
ア
ピ
オ
脱
炭
素
実

行
委
員
会
」
を
組
織
し
、
太
陽
光
発

電
設
備
の
導
入
方
法
や
補
助
制
度
の

活
用
、
将
来
的
な
運
用
コ
ス
ト
な
ど

に
つ
い
て
継
続
的
に
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
当
初

は
、
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
、

設
備
事
業
者
が
設
置
・
所
有
を
行
い
、

利
用
者
側
は
発
電
し
た
電
力
を
購
入

す
る
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
型
」
で
の
導
入
を
基

本
方
針
と
し
て
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｐ
Ａ

型
は
、
多
額
の
初
期
投
資
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
か
ら
、
導
入
時
の
負
担

を
抑
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

２
０
２
５
年
10
月
ま
で
の
補
助
金
申

請
を
目
標
と
し
て
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
資
材
価
格
や

建
設
費
、
人
件
費
な
ど
の
上
昇
が
続

き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
想
定
し
て

い
た
Ｐ
Ｐ
Ａ
型
で
は
、
長
期
的
に
見

た
場
合
に
十
分
な
経
済
的
メ
リ
ッ
ト

が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
も
見
込
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
環
境
省

や
会
津
若
松
市
と
も
協
議
を
重
ね
な

が
ら
、
新
た
な
導
入
方
法
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
た
結
果
、
太
陽
光
発
電

設
備
を
組
合
が
自
ら
所
有
す
る
「
自

己
所
有
型
」
に
つ
い
て
も
補
助
対
象

と
し
て
活
用
で
き
る
見
通
し
が
立
ち

ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
実
行
委
員
会
で
は
、
Ｐ

Ｐ
Ａ
型
と
自
己
所
有
型
の
双
方
に
つ

い
て
、
初
期
投
資
額
、
維
持
管
理
費
、

将
来
的
な
電
気
料
金
削
減
効
果
、
設

備
更
新
時
期
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
比
較
・
検
討
を
行
い
、
当
組

　
～
脱
炭
素
に
向
け
て
～

　
　
　
　
「
脱
炭
素
実
施
計
画
」
ま
と
ま
る

脱
炭
素
実
行
委
員
会
で
協
議

理
事
会
で
方
向
性
を
協
議

当
組
合
に
と
っ
て
最
も
メ
リ
ッ
ト
の

出
る
方
法
は
？
自
己
所
有
型
で
…
災

害
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
…

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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設備
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特定負荷

PVモジュール：71.37kW

増設 
分電盤

スコット
トランス

三相 
特定負荷

産業用蓄電システム産業用蓄電システム

CONNEXX SYSTEMS株式会社
本社・研究所 〒619-0294 京都府相楽郡精華町精華台7-5-1けいはんなオープンイノベーションセンター(KICK)
TEL：0774-66-6886　FAX：0774-66-6883　　https://www.connexxsys.com

製造元

産業用蓄電システム産業用蓄電システム革新的蓄電技術で
未来のエネルギー社会を切り拓きます

災害時のBCP対策災害時のBCP対策コスト削減コスト削減

導入コストと出力･容量の
ベストバランスを追求した産業用蓄電システム

導入コストと出力･容量の
ベストバランスを追求した産業用蓄電システム

RE100ソリューションRE100ソリューション
産業用蓄電池を活用して

再生可能エネルギー100％化へ
CO2排出量削減の取り組みに貢献

産業用蓄電池を活用して
再生可能エネルギー100％化へ
CO2排出量削減の取り組みに貢献

ピークカット／ピークシフトによる
消費電力の負荷平準化を図り

電力コストの削減

ピークカット／ピークシフトによる
消費電力の負荷平準化を図り

電力コストの削減

近年増加している自然災害において
蓄電池と太陽光発電の連携で
長引く停電に対応が可能

近年増加している自然災害において
蓄電池と太陽光発電の連携で
長引く停電に対応が可能

蓄電容量 定格出力 DCリンク

対応61.4kWh 30kW

三相機器への給電に対応した 10kW EV充放電装置が登場
来春登場の「eLINK TP」は三相機器への給電に対応。
EVの大容量バッテリーを取り出し、エレベーターや給排水ポンプといった三
相機器を作動させることが可能です。

特長①：軽量設計と堅牢さを両立
約85kgの軽量設計かつ、外気温-20～50℃の環境に対応。
更にIP55等級の防塵・防水性能を備えており、様々な環境への設置が可能です。

特長②：複数台接続が可能
複数のeLINK TPとEVを並行して放電することが可能です。
高い電力変換効率（95％）を持ち、無駄のない充放電を実現します。

特長③：ローカル運転に加え、Modbus RTUに対応
旧来のeLINKと同様の通信データを上位装置から送受信できます。
既にeLINKを採用いただいているEPC事業者様の上位装置開発のご負担を軽減します。eLINK TP外観

お問い合わせ先
株式会社椿本チエイン 担当：峰 光輝
Email：kouki.mine@gr.tsubakimoto.co.jp

※開発中のため製品画像やスペックは今後変更となる可能性がございます。
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【主な機能、特徴】

■CHAdeMO認証(ver.2.0対応)

■2プラグによる予約充電機能搭載
充電待ちのトラブルや渋滞を解消。

■国内初OCPPプロトコル対応
外部遠隔制御に対応
複数台設置時には、エネルギーマネジメントに
対応（オプション）

■最長15mケーブル対応(標準は6m)

■認証ネットワークサービス対応（エネゲート製）

EEVV用用急急速速充充電電器器（（主主なな機機能能・・特特徴徴））

30kW/50kW共通筐体

三相

ご提案シスム構成図

蓄電池：61.4kWh 
PCS：三相30kVA
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【主な機能、特徴】

■CHAdeMO認証(ver.2.0対応)
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30kW/50kW共通筐体

三相

ご提案シスム構成図

蓄電池：61.4kWh 
PCS：三相30kVA

蓄電池システムのBCP性能

LED照明×20灯 
(13W×20=260W)

特定負荷例

ルーター×2台 
(15W×2台=30W)

デスクトップPC×5台 
(100W×5台=500W)

スマホ×10台 
(10W×10台=100W)

合計：6,760W

1日8時間稼働した場合…

1日に必要な電気の量：54kWh

蓄電池容量：61.4kWh 
   　　　=約1日分の電源を確保
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製品説明資料
産業用蓄電システム＜LUVIS＞ 
蓄電池容量：61.4kWh 
PCS：三相30kVA 
外形寸法： 
(W)1300mm × (H)2023mm × (D)1084mm 
質量：約1,530kg

三相空調機×2台 
(3000W×2=6000W)

蓄電池システムのBCP性能

LED照明×20灯 
(13W×20=260W)

特定負荷例

ルーター×2台 
(15W×2台=30W)

デスクトップPC×5台 
(100W×5台=500W)

スマホ×10台 
(10W×10台=100W)

合計：6,760W

1日8時間稼働した場合…

1日に必要な電気の量：54kWh
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(2)2026 年 ( 令和 8 年 ) 5 月 29 日 会津アピオ組合だより ( 第 14 号 ) 

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
Ｖ
２
Ｘ
」

シ
ス
テ
ム
も
導
入
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
時
に
は
Ｅ
Ｖ
を

非
常
用
電
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
避
難
者
支
援
や
施

設
機
能
維
持
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
Ｖ
２
Ｘ
は
、「V

eh
icle to

 X

」
の

略
称
で
あ
り
、
電
気
自
動
車
に
蓄
え

た
電
力
を
建
物
や
設
備
、
イ
ン
フ
ラ

な
ど
へ
供
給
し
、
相
互
に
電
力
を
や

り
取
り
す
る
仕
組
み
で
す
。
今
後
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
や
Ｅ

Ｖ
の
増
加
に
伴
い
、
注
目
さ
れ
て
い

る
技
術
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
取
り
組
み
は
、
単
な
る
設

備
更
新
で
は
な
く
、
環
境
対
策
と
防

災
対
策
を
一
体
的
に
進
め
る
新
た
な

施
設
整
備
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
計
画
し
て
い
る
太
陽
光
発
電

設
備
、
蓄
電
池
設
備
、
Ｖ
２
Ｘ
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
６
年
度
中
の

設
置
完
了
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、

詳
細
な
設
計
や
補
助
金
申
請
手
続
き

な
ど
を
順
次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
設
置
後
は
、
施
設
全
体
の
電
力
使

用
量
削
減
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
を

図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る

非
常
用
電
源
と
し
て
の
活
用
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
施
設
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
脱
炭
素
化
推
進

の
モ
デ
ル
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
今
後
も
持
続
可
能
な

施
設
運
営
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
両

立
さ
せ
な
が
ら
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

２
０
２
６
年
度
中
の
設
置
を
予
定

　
当
組
合
で
は
、
２
０
２
５
年
度
事

業
計
画
に
も
掲
げ
て
い
た
「
連
携
事

業
継
続
力
強
化
計
画
（
以
下
：
連
携

ジ
ギ
ョ
ケ
イ
）」
の
策
定
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
本
計
画
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
お
よ
び
福
島
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
津
事
務
所

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
進
め
て
き
た

も
の
で
す
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨

災
害
が
相
次
い
で
お
り
、
企
業
活
動

に
お
い
て
も
「
災
害
へ
の
備
え
」
の

重
要
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
特
に
東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
事
業

停
止
が
地
域
経
済
や
雇
用
に
与
え
る

影
響
の
大
き
さ
は
決
し
て
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
企
業
単
独
で

の
対
応
に
は
限
界
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
会
津
ア
ピ
オ
団
地
内
の
企

業
同
士
が
互
い
に
助
け
合
い
、
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
早
期
復
旧
を
目
指

し
て
い
く
「
連
携
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
今
回
の
連
携
ジ
ギ
ョ
ケ
イ
は
、
こ

う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
有
事
の
際

に
団
地
内
企
業
が
協
力
し
合
い
な
が

ら
事
業
継
続
を
図
る
体
制
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

企
業
同
士
の
支
え
合
い
に
よ
っ
て
、

各
社
の
早
期
復
旧
と
事
業
継
続
、
さ

ら
に
は
将
来
的
な
事
業
成
長
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
取
り
組
み
と
な
り
ま

す
。

　
今
回
策
定
し
た
連
携
ジ
ギ
ョ
ケ
イ

が
認
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
賛
同
企
業

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
（
中
小
企
業
に
限
る
）。

　
具
体
的
に
は
、「
も
の
づ
く
り
補

助
金
」
に
お
け
る
加
点
措
置
を
は
じ

め
、「
中
小
企
業
防
災
・
減
災
投
資

促
進
税
制
」
に
よ
る
税
制
優
遇
、
被

災
時
の
「
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進

事
業
費
補
助
金
」
や
「
な
り
わ
い
再

建
補
助
金
」
な
ど
の
優
遇
措
置
、
さ

ら
に
は
損
害
保
険
料
の
割
引
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
企
業
・
中
小
企
業
を
問

わ
ず
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
「
一

定
レ
ベ
ル
の
災
害
対
策
を
講
じ
て
い

る
企
業
」
と
し
て
社
会
的
信
頼
性
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
、
企
業
価
値
向

上
の
面
で
も
大
き
な
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
災
害
対
策
に
取
り
組
む

企
業
同
士
が
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
く
こ
と
で
、
有
事
の
際
の

迅
速
な
連
携
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
本
計
画
に
賛
同
い
た
だ
い
た

組
合
員
企
業
は
32
社
と
な
り
ま
し
た
。

　
賛
同
企
業
は
次
の
通
り
で
す
。（
順

不
同
・
敬
称
略
）

　
福
島
ミ
ド
リ
安
全
㈱
、
山
本
商
事

㈱
、
㈲
田
中
茂
風
呂
シ
ョ
ッ
プ
、
福

島
リ
コ
ピ
ー
㈱
、
作
田
電
機
㈱
、
福

島
県
南
酒
販
㈱
、㈱
小
野
屋
漆
器
店
、

㈱
二
丸
屋
山
口
商
店
、㈱
山
新
商
店
、

東
開
ク
レ
テ
ッ
ク
㈱
、
岡
田
電
気
産

業
㈱
、
㈱
西
沢
書
店
、
㈱
サ
ト
ー
商

組
合
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
足
掛
か
り
に

会
、
㈱
ク
ラ
シ
マ
、
ア
イ
ビ
ー
㈱
、

㈱
共
立
土
建
、
㈱
シ
ン
ク
、
㈱
ユ
ア

テ
ッ
ク
、
㈱
エ
フ
コ
ム
、
㈱
会
津
ゼ

ネ
ラ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
会
津

リ
ー
ス
㈱
、
み
や
ぎ
矯
正
歯
科
、
㈱

パ
テ
ィ
ズ
、東
北
緑
化
環
境
保
全
㈱
、

㈱
玉
川
製
作
所
、
㈲
日
東
事
務
機
、

会
津
ア
ピ
オ
郵
便
局
、
㈱
東
邦
銀
行

会
津
ア
ピ
オ
支
店
、（
公
社
）
会
津

若
松
法
人
会
、
㈱
福
島
銀
行
会
津

支
店
、（
公
社
）
会
津
若
松
医
師
会
、

㈲
ア
ス
ク
。

　
今
回
の
連
携
ジ
ギ
ョ
ケ
イ
で
は
、

主
に
地
震
災
害
を
想
定
し
た
体
制
づ

く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　
平
時
に
は
企
画
委
員
会
を
中
心
に

情
報
収
集
や
情
報
共
有
を
行
い
、
災

害
時
に
備
え
ま
す
。
そ
し
て
、
震
度

５
強
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合

に
は
「
災
害
対
策
本
部
」
を
立
ち
上

げ
、
理
事
長
を
本
部
長
、
副
理
事
長

お
よ
び
企
画
委
員
長
を
副
本
部
長
と

す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
災
害
対
策
本
部
は
組
合
事
務
局
内

に
設
置
し
、
被
害
状
況
や
周
辺
状
況

の
情
報
集
約
、
各
企
業
へ
の
情
報
共

有
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
指
揮
命
令

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
連
携
企
業
の
担
当
者
を
通

じ
て
、
各
社
の
被
災
状
況
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
、
道
路
状
況
な
ど
の
情
報
を

迅
速
に
集
約
し
、
そ
の
内
容
を
連
携

企
業
へ
共
有
。
収
集
さ
れ
た
情
報
を

も
と
に
必
要
な
支
援
や
連
携
対
応
を

行
い
、
早
期
の
事
業
再
開
と
事
業
継

続
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
正
確
な
情
報
を
い

か
に
早
く
共
有
で
き
る
か
が
重
要
と

な
り
ま
す
。今
回
の
取
り
組
み
で
は
、

「
孤
立
し
な
い
」「
一
社
だ
け
で
抱
え

込
ま
な
い
」
こ
と
も
大
き
な
目
的
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
以
降
は
、
今
回
策
定
し
た

連
携
ジ
ギ
ョ
ケ
イ
を
、
さ
ら
に
実
効

性
・
有
効
性
の
高
い
も
の
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
災
害
時
の
行
動
フ

ロ
ー
や
情
報
共
有
方
法
、
支
援
体
制

な
ど
に
つ
い
て
内
容
を
さ
ら
に
具
体

化
し
、
よ
り
実
践
的
な
計
画
へ
と
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
訓
練
や
情
報
共
有
の
機
会

を
重
ね
な
が
ら
、「
計
画
を
作
っ
て

終
わ
り
」
で
は
な
く
、
実
際
に
機
能

す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
考

え
で
す
。

　
そ
し
て
将
来
的
に
は
、
今
回
の
連

携
ジ
ギ
ョ
ケ
イ
を
基
盤
と
し
て
、
当

組
合
全
体
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
策
定
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
計
画

で
す
。

　
災
害
な
ど
の
有
事
の
際
に
は
、
団

地
内
企
業
が
一
致
団
結
し
、
互
い
に

支
え
合
う
こ
と
が
何
よ
り
重
要
と
な

り
ま
す
。

　
今
回
の
取
り
組
み
は
、「
自
社
だ

け
を
守
る
」
の
で
は
な
く
、「
地
域

全
体
で
支
え
合
う
」
と
い
う
考
え
方

の
も
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
ア
ピ
オ
内
企
業
の

早
期
復
旧
と
事
業
継
続
を
実
現
す
る

た
め
、
今
後
も
多
く
の
企
業
の
皆
様

に
本
取
り
組
み
へ
ご
賛
同
・
ご
協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。

連
携
事
業
継
続
力
強
化
計
画
を
策
定

～
認
定
は
２
０
２
６
年
６
月
頃
を
予
定
～

中
小
企
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
も

　
　
　
　
　
　
　
～
賛
同
企
業
は
32
社
～

災
害
対
策
本
部
を
設
置

情
報
集
約
と
連
携
対
応
を
強
化

連
携
ジ
ギ
ョ
ケ
イ
を
具
体
化

将
来
的
に
は
組
合
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ

賛
同
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
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順
番
待
ち
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

人
気
と
な
り
、
保
護
者
が
写
真
を
撮

影
す
る
姿
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
普
段
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
乗

り
物
に
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
何
度
も
挑
戦
し
て
お
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
思
い
出
づ
く
り
の
一
つ

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　　
当
組
合
が
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
環
境
に
配
慮
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
も
積
極
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
だ
っ
た
大

型
エ
ア
遊
具
「
フ
ワ
フ
ワ
」
で
は
、

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
か
ら
供
給
さ

れ
た
電
力
を
活
用
し
て
運
営
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
Ｅ
Ｖ
の
利
活
用
を
、
来
場
者
に
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に

飛
び
跳
ね
て
遊
び
、
そ
の
周
囲
で
は

保
護
者
が
笑
顔
で
見
守
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

一
方
で
、「
こ
の
電
気
は
Ｅ
Ｖ
か
ら

来
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
説
明
に

驚
く
来
場
者
も
多
く
、
楽
し
み
な
が

ら
脱
炭
素
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
脱
炭
素
と
い
う
言
葉
を
耳

に
す
る
機
会
は
増
え
て
い
ま
す
が
、

実
際
に｢

見
て｣｢

触
れ
て｣｢

体

験
す
る｣

こ
と
で
、
よ
り
身
近
な
も

　
２
０
２
５
年
９
月
７
日
、
ア
ピ

オ
ス
ペ
ー
ス
を
会
場
に
「
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｏ 

Ｂ
Ｉ
Ｚ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

フ
ェ
ス
タ 

ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２
」
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

に
は
、
最
先
端
技
術
の
体
験
型
展
示

を
は
じ
め
、
家
族
で
楽
し
め
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
充
実
し
た
グ
ル
メ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
多
彩
な
企
画
が
用

意
さ
れ
、
朝
か
ら
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た
家
族
連

れ
や
地
域
の
方
々
、
企
業
関
係
者
な

ど
幅
広
い
世
代
の
５
、
５
０
０
人
が

来
場
し
、
笑
顔
と
活
気
に
包
ま
れ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
組
合
の
フ
ェ
ス
タ
の
テ
ー
マ
の

一
つ
が
、「
未
来
を
体
験
す
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
普
段
な
か
な
か
触

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
最
先
端
技
術

や
、
環
境
配
慮
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
楽
し
み
な
が
ら
未
来
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ェ
ス
タ
最
大
の
注
目
企

画
と
な
っ
た
の
が
、
２
０
２
５
年
開

催
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
も
出
展
し

た
㈱
人
機
一
体
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
の
展
示
・
実
演
で
す
。

　
㈱
人
機
一
体
は
、「
人
間
の
能
力

を
拡
張
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
」
を

テ
ー
マ
に
研
究
・
開
発
を
進
め
て
い

る
企
業
で
あ
り
、
災
害
現
場
や
危
険

区
域
、
高
所
作
業
、
重
量
物
作
業
な

ど
、
人
の
力
だ
け
で
は
困
難
な
現
場

に
お
い
て
、
安
全
か
つ
効
率
的
に
作

業
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
を
操
作
す
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は

そ
の
迫
力
あ
る
動
き
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
人
の
腕
や
手
の
動

き
に
合
わ
せ
て
滑
ら
か
に
動
作
し
、

重
量
物
を
持
ち
上
げ
た
り
、
細
か
な

操
作
を
行
っ
た
り
す
る
様
子
を
披

露
。
ま
る
で
人
間
の
身
体
の
一
部
の

よ
う
に
動
く
ロ
ボ
ッ
ト
に
、
会
場
か

ら
は
驚
き
の
声
や
感
嘆
の
拍
手
が
上

が
り
ま
し
た
。

　
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
人

間
の
動
作
を
機
械
で
再
現
す
る
こ
と

の
難
し
さ
」
で
す
。

　
私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、
何

気
な
く
手
を
伸
ば
し
て
物
を
持
ち
、

離
し
、
運
び
、
投
げ
る
と
い
っ
た
動

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
一
つ
ひ
と
つ
の
動
き
に
は
、
力
加

減
や
指
先
の
感
覚
、
身
体
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
調
整
な
ど
、
非
常
に
高
度
で

繊
細
な
制
御
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
展
示
を
通
じ

て
、「
人
間
に
と
っ
て
当
た
り
前
の

動
作
」
が
、
実
は
驚
く
ほ
ど
複
雑
で

精
密
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
に
感
動
す
る
と

同
時
に
、人
間
の
身
体
能
力
の
凄
さ
、

そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
神
経
や
感
覚

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
興

味
津
々
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
真
剣
な
表
情
で
実

演
を
見
つ
め
る
姿
や
、「
ど
う
や
っ

て
動
い
て
い
る
の
？
」「
重
い
も
の

も
持
て
る
の
？
」
と
質
問
を
す
る
様

子
も
見
ら
れ
、
未
来
の
技
術
者
や
研

究
者
の
芽
生
え
を
感
じ
さ
せ
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

　
最
先
端
技
術
を｢

見
る
だ
け｣

で

は
な
く
、「
体
感
で
き
る
」
展
示
は
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ 

Ｂ
Ｉ
Ｚ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
フ
ェ

ス
タ
な
ら
で
は
の
大
き
な
魅
力
と
な

り
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ 

Ｂ
Ｉ
Ｚ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

フ
ェ
ス
タ 

ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２

　
今
回
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
グ
ル
メ

コ
ー
ナ
ー
も
大
幅
に
充
実
し
ま
し

た
。

　
会
場
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
カ
ー
が
並
び
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
香
ば

し
い
匂
い
が
漂
う
食
事
系
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
、
ス
イ
ー
ツ
、
冷
た
い
ド
リ
ン

ク
ま
で
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
い
、

昼
時
に
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
家
族
や
友
人
同
士
で
食
事
を
楽
し

む
姿
も
多
く
見
ら
れ
、
会
場
全
体
が

ま
る
で
お
祭
り
の
よ
う
な
温
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
最
先
端
技
術

や
環
境
へ
の
取
り
組
み
だ
け
で
は

な
く
、「
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
い
、

交
流
で
き
る
空
間
づ
く
り
」
も
大
切

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
場
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
と
一

緒
に
一
日
楽
し
め
た
」「
食
べ
歩
き

も
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
来
年
も

ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　
今
回
初
登
場
と
な
っ
た
「
バ
ッ

テ
リ
ー
カ
ー
」
も
、
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
で
し
た
。

　
普
段
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
走
行
し
て
い

る
エ
リ
ア
を
、
色
鮮
や
か
な
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走

行
。
会
場
に
は
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
カ
ー
も
大
集
合

会
場
を
彩
っ
た
「
食
」
の
楽
し
み

昨
年
の
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
１
に
引
き

続
き
開
催
！

「
見
て
・
触
れ
て
・
体
験
す
る
」
フ
ェ

ス
タ
が
さ
ら
に
進
化

大
阪
・
関
西
万
博
に
も
出
展

㈱
人
機
一
体
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に

来
場
者
く
ぎ
付
け

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
初
登
場
！

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

会
場
に

Ｅ
Ｖ
の
電
気
で｢

フ
ワ
フ
ワ｣

運
営

脱
炭
素
先
行
地
域
な
ら
で
は
の

取
り
組
み



(4)2026 年 ( 令和 8 年 ) 5 月 29 日 会津アピオ組合だより ( 第 14 号 ) 

の
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
取
り
組
み
は
、「
楽
し
さ
」

と
「
環
境
配
慮
」
を
両
立
し
た
、
ま

さ
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ 

Ｂ
Ｉ
Ｚ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

フ
ェ
ス
タ
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
企

画
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ 

Ｂ
Ｉ
Ｚ 

Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｋ
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
青
年
部
会
が

運
営
し
た
「
型
抜
き
」
コ
ー
ナ
ー
も

大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　「
型
抜
き
」
は
、
昔
な
が
ら
の
お

祭
り
の
出
店
な
ど
で
親
し
ま
れ
て
き

た
遊
び
で
、
薄
い
板
状
の
お
菓
子
に

描
か
れ
た
型
を
、
針
な
ど
を
使
っ
て

割
ら
な
い
よ
う
丁
寧
に
く
り
抜
い
て

い
く
も
の
で
す
。
単
純
そ
う
に
見
え

て
実
は
非
常
に
繊
細
な
作
業
で
あ

り
、
集
中
力
と
根
気
が
求
め
ら
れ
る

遊
び
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
実
際
に
目
に
す
る
機

会
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
そ
の｢

懐
か

し
さ｣

が
来
場
者
の
心
を
つ
か
み
ま

し
た
。

　
大
人
世
代
に
と
っ
て
は
、「
子
ど

も
の
頃
に
お
祭
り
で
夢
中
に
な
っ
た

記
憶
」
が
よ
み
が
え
る
懐
か
し
い
遊

び
。
一
方
、
初
め
て
体
験
す
る
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
逆
に
新
鮮
で

興
味
深
い
遊
び
と
し
て
映
っ
た
よ
う

で
す
。

　
ま
さ
に
、｢

一
周
回
っ
て
新
し

い｣

魅
力
を
持
っ
た
コ
ー
ナ
ー
と
な

り
、
会
場
で
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
真
剣
な
表
情
で
型
抜
き
に
挑
戦
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　「
あ
と
少
し
だ
っ
た
の
に
割
れ
て

し
ま
っ
た
！
」「
昔
よ
り
難
し
い
な

あ
」
な
ど
、
笑
い
声
や
歓
声
も
あ
ち

こ
ち
で
聞
か
れ
、
世
代
を
超
え
て
楽

し
め
る
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　
青
年
部
会
ス
タ
ッ
フ
も
来
場
者
と

の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
運
営
に
あ

た
り
、
会
場
の
温
か
な
雰
囲
気
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
福
島
㈱
の
協

力
に
よ
る「
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

も
実
施
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
足

を
止
め
て
い
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

は
、
突
然
心
停
止
が
起
き
た
際
に
使

用
さ
れ
る
救
命
機
器
で
す
が
、「
名

前
は
知
っ
て
い
て
も
実
際
に
は
使
っ

た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
実

際
の
訓
練
用
機
器
を
使
い
な
が
ら
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
心
肺
蘇
生
の

流
れ
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
胸
骨
圧
迫
の
方
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
パ
ッ
ド
の
装
着
手
順
な
ど
を
実

際
に
体
験
。「
思
っ
た
よ
り
力
が
必

要
な
ん
で
す
ね
」「
い
ざ
と
い
う
時

に
少
し
自
信
が
持
て
た
」
と
い
っ
た

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
特
に
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た
保

護
者
や
高
齢
者
の
方
々
は
真
剣
な
表

情
で
説
明
に
耳
を
傾
け
て
お
り
、｢

も
し
も
の
時｣

に
備
え
る
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　
救
命
処
置
は
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
数
分
間
の
対
応
が
命
を
左

右
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
は
、
楽
し
む
だ
け
で

は
な
く
、「
命
を
守
る
知
識
」
に
触

れ
る
貴
重
な
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
来
場
者
に
と
っ
て
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
役
立
つ
実
践
的
な
学
び
と
な

り
、
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
考
え
る

有
意
義
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ 

Ｂ
Ｉ
Ｚ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

フ
ェ
ス
タ
は
、
単
な
る
地
域
イ
ベ
ン

ト
で
は
な
く
、
企
業
・
技
術
・
地
域
・

人
を
つ
な
ぎ
、
新
し
い
価
値
を
生
み

出
し
て
い
く
交
流
の
場
と
し
て
、
そ

の
役
割
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
会
場
に
は
一
日
を
通
し
て
多
く
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
思
い
出

深
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
ア
ピ
オ
で
は
、
地
域
に
開

か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
人
と

人
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
新
た

な
可
能
性
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
、
安
全
安
心
な
街
と
し

て
の
地
域
活
性
化
と
未
来
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
、
さ
ら
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

昔
の
出
店
で
お
な
じ
み
の

「
型
抜
き
」

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
人
気

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験｢

も
し
も｣

に
備
え

る
貴
重
な
学
び
の
場
に

地
域
と
未
来
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
へ

　
２
０
２
６
年
３
月
９
日
（
月
）、
昨

年
に
引
き
続
き
当
組
合
、
会
津
若
松

ト
ラ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
協
）、
会
津
若

松
市
高
野
地
区
・
町
北
地
区
、
当
団

地
内
防
犯
連
絡
協
議
会
で
の
連
名
で

要
望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
継
続
要
望
で
あ
る
物
流
１
号
幹
線

の
笈
川
街
道
ま
で
の
拡
幅
延
長
を
は

ア
ピ
オ
の
よ
り
よ
い
将
来
の
た
め
に

　
　
会
津
若
松
市
へ
要
望
書
を
提
出

じ
め
と
し
て
、
団
地
内
道
路
の
路
面

清
掃
や
全
国
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

埋
設
さ
れ
て
い
る
上
下
水
道
管
の
調

査
・
点
検
、
ア
ピ
オ
に
来
ら
れ
る
人

が
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
交
差

点
名
の
変
更
な
ど
団
地
内
環
境
整
備

や
安
全
確
保
に
関
わ
る
要
望
を
し
て

お
り
ま
す
。
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当
組
合
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
次
世
代
経
営
幹
部
の
た
め
の
中
小

企
業
経
営
塾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
講
座
は
、
次
世
代
を
担
う
経
営

者
・
経
営
幹
部
の
育
成
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
昨
年
度
の
内
容
を
ベ
ー

ス
に
、
よ
り
実
践
性
と
応
用
力
を
高

め
た
「
進
化
版
」
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
講
師
に
は
福
島
大
学
の
奥
本
教
授

を
お
迎
え
し
、
理
論
と
実
務
を
つ
な

ぐ
分
か
り
や
す
い
講
義
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
㈱
ホ
リ
プ
ロ
の
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ナ
ー
で
あ
る
丸
山
あ
い
氏
に

も
ご
指
導
い
た
だ
き
、
経
営
者
と
し

て
の
伝
え
方
や
表
現
力
に
つ
い
て
実

践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

た
。

　
奥
本
教
授
の
講
義
は
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
理
論
に
基
づ
き
な
が
ら

も
、
現
場
の
経
営
に
直
結
す
る
内
容

が
多
く
、
参
加
者
か
ら
は
「
す
ぐ
に

自
社
で
活
か
せ
る
内
容
だ
っ
た
」
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
経
営
判
断
力
の
強
化
だ
け
で
な

く
、
組
織
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
視
点
や
姿
勢
に
つ
い
て
も
学

ぶ
機
会
と
な
り
、
次
世
代
経
営
人
材

の
育
成
に
資
す
る
充
実
し
た
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
度
は
、
経
営
塾
に
加
え
、

組
織
づ
く
り
や
人
材
定
着
に
関
す
る
多

角
的
な
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
津
若
松
商
工
会
議
所
と
の
連
携

に
よ
り
実
施
さ
れ
た
「
従
業
員
定
着

率
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
魅
力
あ

る
職
場
づ
く
り
や
人
材
育
成
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
特
に
、
早
期
離
職
を
防
ぎ
、
組
織

の
安
定
と
持
続
的
成
長
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
実
際
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
解

説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
自
社
の
離
職

対
策
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」「
現
場
に
す
ぐ
活
か
せ
る
内
容

だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
中
小
企
業
大
学
校
の
サ
テ
ラ
イ
ト

ゼ
ミ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
心
理
的

安
全
性
の
高
い
組
織
づ
く
り
」
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、「
社
員
が
い
き
い
き
と

働
け
る
職
場
環
境
の
構
築
」
を
テ
ー

マ
に
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、「
心
理
的
に
不
安
な

状
態
」
を
正
し
く
理
解
し
、
自
身
の

不
安
へ
の
向
き
合
い
方
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
部
下
や
社
員
が
安
心
し
て
行

動
で
き
る
職
場
環
境
を
ど
の
よ
う
に

整
え
る
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
手

法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　「
安
心
し
て
発
言
で
き
る
職
場
」

充
実
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー

～
昨
年
に
引
き
続
き
～

次
世
代
経
営
幹
部
の
た
め
の
中
小

企
業
経
営
塾
を
開
催

「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
で
き
る
環
境

づ
く
り
」
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、

参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
講
座
」
で
は
、
以

下
の
４
つ
の
テ
ー
マ
で
実
践
的
な
学

び
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
交
流
分
析
入
門
講
座 

●
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
入
門
講
座 

●
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
講
座 

●
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
叱
り

方
入
門
講
座 

　
い
ず
れ
の
講
座
も
、
職
場
に
お
け

る
人
間
関
係
の
改
善
や
、
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
目
的

と
し
た
内
容
で
構
成
さ
れ
、
参
加
者

は
終
始
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や

適
切
な
伝
え
方
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
参
加
者
が
自
社
の
現
場
に
置
き
換

え
な
が
ら
学
ん
で
お
り
、「
明
日
か

ら
実
践
で
き
る
内
容
だ
っ
た
」
と
の

声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
当
組
合
で
は
今
後
も
、
次
世
代
経

営
人
材
の
育
成
と
、
働
き
や
す
い
組

織
づ
く
り
の
両
面
か
ら
支
援
を
継
続

し
、
組
合
員
企
業
の
持
続
的
な
成
長

と
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

従
業
員
定
着
率
向
上
セ
ミ
ナ
ー

～
会
津
若
松
商
工
会
議
所
と
の

コ
ラ
ボ
開
催
～

心
理
的
安
全
性
の
高
い
組
織
づ
く

り
～
中
小
企
業
大
学
校
サ
テ
ラ
イ

ト
ゼ
ミ
～

職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

ア
ッ
プ
講
座

今
後
に
向
け
て

新 加 入 企 業 紹 介

　株式会社玉川製作所は、三菱マテリアル株式会社の子会社として、
資本金1,300万円(三菱マテリアル株式会社100％出資)、昭和46年(1971
年)10月1日の創立以来、半世紀以上にわたり事業を展開しています。
　金属材料加工業として、銅合金素材のスリット、梱包、運搬関係を行
い、合わせて、製作所内の作業服洗濯、施設清掃など三菱マテリアル若
松製作所関連付帯業務等、幅広く対応し、現場環境や働く人を支える業
務にも取り組んでいます。また、アピオ団地内施設は、木製パレットの
倉庫として使用しています。
　私たちの目指す姿は「オール玉製、安全最優先、最少人員で最大の
成果を実現する」です。既存の枠(部、課、係、建屋等)を超えた、応援
体制により、社員一人ひとりが責任と誇りを持ち、地域とともに歩む企
業であり続けます。

　昨年11月に加入いたしました、郡山市の株式会社エスアンドシーです。
　当社は「サービス＆貢献」を理念に掲げ、経営相談や不動産、ITな
ど、多角的な実務経験を活かした地域支援に取り組んでおります。
　現在は、事業承継や経営の立て直しなど、地元の経営者様が直面す
る課題に対し、共に歩むパートナーとしてお力添えをさせていただいて
おります。
　組合の皆様とのご縁を大切に、少しでも地域に貢献できるよう誠実
に努めてまいります。何かお役に立てることがあれば幸いです。これか
ら、どうぞよろしくお願い申し上げます。

● 株式会社玉川製作所 ●

● 株式会社エスアンドシー ●
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当
組
合
で
は
、
団
地
内
企
業
に
お
勤

め
の
方
を
対
象
に
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
た

交
流
と
親
睦
を
目
的
と
し
た
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
初
心
者

か
ら
上
級
者
ま
で
、
ゴ
ル
フ
に
興
味
の

あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
場
と
し
て
お
り
、
世
代
や

企
業
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
の
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

競
技
と
し
て
の
楽
し
さ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
日
頃
な
か
な
か
接
点
の
な
い

企
業
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
も
定
着
し
て
お
り
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
７
月
２
日
（
水
）
、
晴

天
に
恵
ま
れ
る
中
で
開
催
さ
れ
た
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
に
は
22
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

会
場
と
な
っ
た
の
は
、
戦
略
性
と
景

観
の
美
し
さ
で
知
ら
れ
る
名
門
コ
ー
ス

「
ボ
ナ
リ
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
。
緑
豊

か
な
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
技
量
を
発
揮
し

な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

白
熱
し
た
競
技
の
結
果
、
見
事
優
勝

に
輝
い
た
の
は
㈱
サ
ト
ー
商
会
の
小
野

忠
治
さ
ん
で
し
た
。
安
定
し
た
プ
レ
ー

運
び
で
、
堂
々
の
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。

　

「
私
は
上
手
じ
ゃ
な
い
か
ら
ぁ
」
と

心
配
さ
れ
て
い
る
方
！
私
は
い
つ
も

１
２
０
前
後
で
す
。
そ
れ
で
も
楽
し
く

参
加
し
て
い
ま
す
。
是
非
是
非
、
皆
さ

ん
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

続
い
て
、
２
０
２
５
年
10
月
21
日

（
火
）
に
は
「
太
平
洋
ク
ラ
ブ
白
河
リ

ゾ
ー
ト
」
に
て
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
日
も
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
コ
ー
ス
で
の
開
催
は
久
し
ぶ
り
と

な
り
、
自
然
豊
か
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
、
21
名
の
参
加
者
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

経
験
者
に
と
っ
て
は
戦
略
性
が
試
さ

れ
る
コ
ー
ス
で
あ
り
、
各
ホ
ー
ル
で
白

熱
し
た
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
る
中
、
見

事
優
勝
を
果
た
し
た
の
は
元
松
浦
商
事

の
渡
部
和
彦
さ
ん
で
し
た
。
安
定
し
た

シ
ョ
ッ
ト
で
し
た
。

　

当
組
合
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
冒
頭

で
も
ご
案
内
の
と
お
り
、
初
心
者
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
る
交
流
の
場
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
な
が
ら
、
企
業
の
垣
根
を
越
え
た
交

流
が
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
親
睦
と
交
流
の
輪
が
さ
ら

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
愛
好
会
「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

ボ
ナ
リ
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

太
平
洋
ク
ラ
ブ
白
河
リ
ゾ
ー
ト

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す

　
当
組
合
で
は
、
組
合
員
企
業
の
収

益
力
向
上
お
よ
び
販
路
拡
大
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
強
化
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値

そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、「
ど
の
よ

う
に
伝
え
る
か
」「
ど
う
選
ば
れ
る

か
」
が
売
上
に
大
き
く
影
響
す
る
時

代
と
な
っ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
と
消
費
者
心
理
の
理
解
が
重

要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
今
回

は
２
つ
の
テ
ー
マ
で
実
践
的
な
学
び

の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
人
間
の
意
思

決
定
の
仕
組
み
を
行
動
経
済
学
の
観

点
か
ら
学
び
、
そ
れ
を
デ
ジ
タ
ル
施

策
に
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
を

テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
代
表
的
な
理
論
と
し

て
「
ザ
イ
オ
ン
ス
効
果
（
単
純
接

触
効
果
）」「
ア
ン
カ
リ
ン
グ
効
果
」

「
ナ
ッ
ジ
理
論
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、

人
は
必
ず
し
も
合
理
的
に
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、
心
理
的
な
影
響
を
受

け
な
が
ら
意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
心
理
的
特

性
を
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

情
報
発
信
に
ど
の
よ
う
に
応
用
す
る

か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
交

え
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
繰
り
返
し
接
触
す
る
こ

と
で
親
近
感
を
高
め
る
情
報
発
信
の

工
夫
や
、
選
択
肢
の
見
せ
方
に
よ
る

購
買
行
動
へ
の
影
響
な
ど
、
す
ぐ
に

実
務
へ
活
か
せ
る
内
容
と
な
り
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
感
覚
で
は
な
く

理
論
で
理
解
で
き
た
」「
自
社
の
Ｐ

Ｒ
方
法
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
、
実

践
的
な
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
今

後
の
消
費
の
中
心
と
な
る
Ｚ
世
代
を

テ
ー
マ
に
、
効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
手
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
Ｚ
世
代
は
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

世
代
と
も
呼
ば
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
日
常
的
に
活
用
し
な

が
ら
情
報
収
集
・
購
買
行
動
を
行
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
従

来
型
の
広
告
手
法
だ
け
で
は
な
く
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
し
た
情
報
発
信
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
Ｚ
世
代
の
価
値
観
や

行
動
傾
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ど
の

よ
う
に
企
業
情
報
を
届
け
て
い
く
か

に
つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、「
リ
ー
ル
動
画
」

収
益
力
向
上
に
向
け
て

や
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活
用
」、

「In
sta

g
ra

m

広
告
」、「G

o
o

g
le

ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
な
ど
、
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
発

信
の
手
法
に
つ
い
て
実
践
的
に
学
び

ま
し
た
。

　
特
に
、
短
時
間
で
印
象
を
残
す
動

画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
重
要
性
や
、
共
感

を
生
む
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
情
報

発
信
の
必
要
性
な
ど
が
強
調
さ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　
参
加
企
業
か
ら
は
「
若
い
世
代
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
具
体
的
に
理

解
で
き
た
」「
こ
れ
か
ら
の
広
告
戦

略
を
考
え
る
上
で
非
常
に
参
考
に

な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
当
組
合
で
は
今
後
も
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
教
育
研
修
を
継
続

し
、
組
合
員
企
業
の
収
益
力
向
上
と

競
争
力
強
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
売
れ
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
」

行
動
経
済
学
×
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー

「
未
来
の
お
客
様
を
つ
か
ま
え
ろ
！
」

Ｚ
世
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
実
践
講
座

今
後
に
向
け
て
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２
０
２
６
年
３
月
７
日
に
第
26
回
目

と
な
る
会
津
ア
ピ
オ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
か
ら
40
名
、
ト
ラ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
（
協
）
よ
り
20
名
、
合
計
60
名
の

参
加
で
の
熱
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
終
了
後
は
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
中
の
島
さ
ん
で
表
彰
式
懇
親
会

を
開
催
し
、
団
体
戦
と
個
人
戦
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

　

団
体
優
勝
は
中
川
智
弥
さ
ん
（
㈱
共

立
土
建
）
、
渡
辺
隆
弘
さ
ん
（
若
松
ボ

デ
ー
㈱
）
、
大
場
直
子
さ
ん
（
会
津
ア

ピ
オ
郵
便
局
）
の
三
名
。

　

個
人
優
勝
は
木
村
里
美
さ
ん
（
㈱

ユ
ア
テ
ッ
ク
）
、
準
優
勝
は
小
檜
山
和

徳
さ
ん(

福
島
リ
コ
ピ
ー
㈱)

、
三
位　

は
金
田
裕
次
朗
さ
ん
（
作
田
電
機
㈱
）
。

　

皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

２
０
２
６
年
度
も
開
催
予
定
で
す
。

初
参
加
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
自
信
の
無
い

方
も
大
歓
迎
！
皆
さ
ん
１
年
に
１
回
、

こ
の
日
し
か
投
げ
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す(
笑) 
ま
だ
参
加
し
た
こ
と
の
な

投
げ
て
笑
っ
て
ス
ト
ラ
イ
ク
!! 

ア
ピ
オ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

い
方
も
一
緒
に
ゆ
る
～
く
楽
し
く
投
げ

ま
し
ょ
う
！

　

こ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
賞
品
は
組

合
員
企
業
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
賛
で
成

り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
20
の
企

業
・
団
体
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
皆
様
か
ら
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
協
賛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

組
合
員
企
業
等
の
従
業
員
さ
ん
の
福

利
厚
生
と
従
業
員
さ
ん
同
士
、
ま
た
そ

の
ご
家
族
も
含
め
た
親
睦
を
図
る
会

と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
、
「
会
津

ア
ピ
オ
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
。

２
０
２
５
年
度
は
雪
の
降
る
12
月
４
日

に
恒
例
と
な
っ
た
会
津
写
遊
庭
さ
ん
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
来
賓
の
方
を
含
め
た
大
人
が

58
名
、
子
供
が
29
名
、
合
計
87
名
と
多
く

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
々
と
運
ば
れ
て
く
る
美
味
し
い
料

理
と
デ
ザ
ー
ト
、
種
類
豊
富
な
ド
リ
ン

ク
を
参
加
者
一
同
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
こ
ち
ら
も
恒
例

の
く
じ
引
き
大
会
！
任
天
堂S

w
itc

h

を
は
じ
め
、
豪
華
家
電
製
品
、
美
味
し

毎
年
恒
例
！ 

ア
ピ
オ
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

い
お
米
な
ど
の
景
品
を
狙
っ
て
ワ
ク
ワ

ク
ド
キ
ド
キ
が
い
っ
ぱ
い
の
会
場
内
は

終
始
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

賞
品
を
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
組

合
員
企
業
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
子
供
た
ち
の

笑
顔
の
た
め
の
豪
華
な
景
品
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

今
年
も
活
用
!!

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金

　
当
組
合
で
は
今
年
度
も
、
厚
生
労

働
省
の
「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助

成
金
」
を
活
用
し
、
組
合
員
企
業
の

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　
近
年
、
人
手
不
足
や
働
き
方
の
多

様
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、

企
業
に
お
い
て
は
、
単
に
人
材
を
確

保
す
る
だ
け
で
な
く
、「
働
き
続
け

た
い
と
思
え
る
職
場
づ
く
り
」
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
年

度
は
外
部
専
門
家
を
招
き
、
働
き
方

改
革
の
定
着
や
多
様
な
人
材
の
活
躍

推
進
に
向
け
た
巡
回
指
導
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
巡
回
指
導
を
希
望
し
た
企
業
は
４

社
で
、
各
社
２
回
、
合
計
８
回
の
訪

問
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
指
導
で
は
、
各
企
業
の
実
情
や
課

題
に
応
じ
な
が
ら
、
労
務
管
理
の
見

直
し
や
業
務
効
率
化
、
柔
軟
な
働
き

方
の
導
入
、
人
材
育
成
の
進
め
方
な

ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
助
言
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
人
材
の
定
着
率
向
上
」「
若

手
社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
」「
業
務
の
属
人
化
防
止
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
抱
え
る
課
題
に

対
し
て
、
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

提
供
さ
れ
、
参
加
企
業
か
ら
は
「
自

社
の
課
題
整
理
に
つ
な
が
っ
た
」「
新

た
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
働
き
方
改
革
は
、
一
度
取
り
組
め

ば
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

社
会
情
勢
や
働
く
人
々
の
価
値
観
の

変
化
に
合
わ
せ
、
継
続
的
に
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
組
合
で
は
、
今
後
も
組
合
員

企
業
の
職
場
環
境
改
善
や
人
材
確
保

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
組
合
員
企
業
が
抱
え
る
慢
性
的
な

人
材
不
足
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
今

年
度
も
会
津
地
域
を
対
象
と
し
た

「
組
合
共
同
求
人
広
告
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
近
年
は
、
多
く
の
業
種
で
人
材
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
地
方
に
お
い
て
は
求
人
活
動
の

強
化
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
当
組
合
で
は
、
単
独
企
業
で

は
難
し
い
広
域
的
な
情
報
発
信
を
、

組
合
と
し
て
共
同
で
行
う
こ
と
で
、

求
職
者
と
の
接
点
拡
大
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
共
同
求
人
広
告
は
福
島
民
報
・

福
島
民
友
に
掲
載
さ
れ
、「
少
し

で
も
多
く
の
求
職
者
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
」「
地
域
企
業
の
魅
力
を

幅
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
強
い
思
い
か
ら
、
昨
年
度
の

３
６
、
０
０
０
部
発
行
か
ら
大
幅
に

規
模
を
拡
大
。

外
部
専
門
家
に
よ
る
巡
回
指
導

各
社
の
課
題
に
応
じ
た
働
き
方

改
革
を
支
援

　
今
年
度
は
５
６
、
０
０
０
部
を
発

行
し
、
よ
り
多
く
の
求
職
者
へ
情
報

を
届
け
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
同
求
人
広
告
の
効
果
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
、「
人
財
採
用

セ
ミ
ナ
ー
」
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
求
職
者
に
「
選

ば
れ
る
求
人
」
に
す
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
求
人
広
告
で
企
業
の

魅
力
を
効
果
的
に
伝
え
る
方
法
や
、

応
募
に
つ
な
が
り
や
す
い
文
章
作
成

の
コ
ツ
、
求
職
者
目
線
で
の
情
報
発

信
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
求
人
票
の
見

せ
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」「
自
社
の
魅
力
を
改
め
て
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感

想
も
寄
せ
ら
れ
、
人
材
確
保
に
向
け

た
実
践
的
な
学
び
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
当
組
合
で
は
今
後
も
、
組
合
員
企

業
の
人
材
確
保
や
職
場
環
境
改
善
に

向
け
た
支
援
を
継
続
し
、
地
域
企
業

の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

福
島
民
報
・
福
島
民
友
に
掲
載

組
合
共
同
求
人
広
告
を
実
施

よ
り
効
率
的
な
採
用
の
た
め
に
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青
年
部
会
で
は
、
２
０
２
６
年
２

月
13
日
（
金
）
14
日
（
土
）
の
二
日
間
、

企
業
視
察
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
群
馬
県
前
橋
市
に
て
２
０
２
１

年
に
「
事
業
企
画
」
及
び
「
管
理

運
営
」
を
行
い
、「
舎
＝
人
の
住
む

建
築
、暮
ら
し
の
場
所
」
を
開
発
し
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
創
業
さ
れ
た
企

業
で
す
。

　
実
際
に
案
内
さ
れ
た
前
橋
市
の
街

中
を
歩
い
て
み
る
と
、
昔
な
が
ら
の

レ
ス
ト
ラ
ン
の
近
く
に
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
な
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
本
屋

さ
ん
が
あ
っ
た
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の

中
に
い
き
な
り
無
印
良
品
が
あ
っ

た
り
と
、
新
旧
が
う
ま
く
入
り
交

ざ
っ
て
い
る
街
の
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
商
店
街
の
店
頭
の
入
口
に
は
無

人
で
本
を
貸
出
し
て
い
る
場
所
も
見

ら
れ
、
ア
ー
ト
の
街
と
し
て
再
生
を

図
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
斬
新
な
取

組
み
に
も
驚
き
ま
し
た
。

　「
地
域
や
商
店
街
の
方
、
特
に
高
齢

の
方
達
の
理
解
が
あ
る
の
で
若
い
世

代
の
方
達
も
の
び
の
び
と
活
躍
す
る

場
を
広
げ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
を

受
け
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

新
し
い
取
り
組
み
は
何
か
と
難
し
い

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
双
方
の
理
解

や
協
力
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る

部
分
も
多
く
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
「
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
」
を
実
感

す
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
に

目
を
向
け
れ
ば
国
際
情
勢
は
依
然
と

し
て
不
安
定
さ
を
抱
え
、
経
済
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
も
一
つ
の
出
来
事

で
大
き
く
揺
れ
る
時
代
で
す
。
国
内

に
お
い
て
も
、
政
治
・
経
済
の
転
換

点
を
迎
え
る
中
で
、「
こ
れ
ま
で
通

り
」
が
通
用
し
な
い
場
面
が
確
実
に

増
え
て
き
ま
し
た
。
不
確
実
性
が
続

く
中
で
、
正
解
の
な
い
課
題
に
ど
う

向
き
合
う
か
が
、
企
業
に
も
地
域
に

も
問
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
私
の
心
に
残
る
の
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青
年
部
会
視
察
研
修　

㈱
ま
ち
の
開
発
舎
・
高
崎
卸
商
社
街
協
同
組
合(

ビ
エ
ン
ト
高
崎)

視
察

㈱
ま
ち
の
開
発
舎

高
崎
卸
商
社
街
協
同
組
合

（
ビ
エ
ン
ト
高
崎
）

編

集

後

記

は
「
挑
戦
し
続
け
る
姿
」
で
す
。
大

相
撲
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
か
ら
角
界
へ
転
身
し
た
若

手
力
士
の
安
青
錦
。

　
安
青
錦
が
土
俵
の
上
で
見
せ
る
粘

り
強
さ
と
ひ
た
む
き
な
取
り
組
み

が
、
多
く
の
人
に
勇
気
を
与
え
ま
し

た
。
体
格
や
経
験
で
劣
る
場
面
が

あ
っ
て
も
、
一
瞬
の
集
中
力
と
最
後

ま
で
諦
め
な
い
姿
勢
で
勝
負
に
食
ら

い
つ
い
て
い
く
姿
は
、
ま
さ
に
勝
負

の
世
界
に
生
き
る
「
覚
悟
」
そ
の
も

の
で
す
。

　
厳
し
い
時
代
と
言
わ
れ
る
か
ら
こ

そ
必
要
な
の
は
「
覚
悟
」
と
「
柔
軟

さ
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
変
化

を
恐
れ
る
の
で
は
な
く
、
変
化
の
中

に
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
て
い
く
力
。

　
組
合
員
96
社
、
賛
助
会
員
68
社
か

ら
な
る
、
卸
売
・
小
売
・
飲
食
・
教

育
施
設
な
ど
、
多
様
な
業
種
・
機
能

が
集
積
し
た
協
同
組
合
で
１
９
６
３

年
設
立
の
日
本
第
１
号
の
卸
団
地
で

す
。

　
館
内
に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の

ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
（
約
２
、
０
０
０

㎡
）
は
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
展
示
ホ
ー

ル
の
３
倍
程
度
の
大
き
さ
で
、
天
井

高
も
10
ｍ
と
か
な
り
広
大
な
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
映
画
の
撮

影
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
Ｐ
Ｖ
撮
影
と

し
て
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な

収
益
源
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

企　
　

業　
　

名

変 

更 

前

変 

更 

後

変 

更 
月

第
一
モ
ー
タ
ー
株
式
会
社

佐
藤 

修
朗
佐
藤 

藍
子

２
０
２
５
年
４
月

株
式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク

太
田 

良
治
小
林 

郁
見

２
０
２
５
年
４
月

東
北
緑
化
環
境
保
全
株
式
会
社

千
釜 　

章
山
形 

安
生

２
０
２
５
年
４
月

株
式
会
社
ス
ズ
キ
自
販
福
島

佐
野 

良
成
大
津 

信
浩

２
０
２
５
年
４
月

株
式
会
社
新
潟
フ
ジ
カ
ラ
ー

村
山 

利
家
藤
井 

英
之

２
０
２
５
年
５
月

株
式
会
社
ヨ
シ
ケ
イ
福
島

矢
吹 

武
治
矢
吹 　

淳

２
０
２
５
年
６
月

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

（
会
津
若
松
補
償
相
談
セ
ン
タ
ー
）

柴
田 

知
明
柴
田
幸
一
郎

２
０
２
５
年
７
月

株
式
会
社
西
沢
書
店

西　

 　

猛
西　

 

香
織

２
０
２
５
年

11
月

■ 

組
合
代
表
者
変
更(

敬
称
略)

し
た
。

　
館
内
見
学
の
後
は
青
年
研
究
会
、

事
務
局
の
皆
様
よ
り
高
崎
卸
商
社
街

協
同
組
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
、
主
に
会
館
運
営
や

販
売
促
進
事
業
、
福
利
厚
生
事
業
、

青
年
研
究
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

そ
れ
は
大
き
な
企
業
だ
け
で
な
く
、

我
々
地
域
の
中
小
企
業
一
社
一
社
に

求
め
ら
れ
て
い
る
姿
勢
な
の
で
す
。

　
今
後
も
当
組
合
は
、
時
代
の
変
化

を
受
け
止
め
な
が
ら
も
、
挑
戦
す
る

姿
勢
を
忘
れ
ず
、
組
合
員
企
業
と
と

も
に
前
へ
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
各
事
業
へ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
組
合
員
企

業
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
編
集
後
記

と
い
た
し
ま
す
。

の
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
収
益
を
最
大
化
す
る
様
々
な
取
り

組
み
や
持
続
可
能
な
組
合
運
営
体
制

の
構
築
は
私
た
ち
も
見
習
う
べ
き
と

こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
　

　
そ
の
他
、
ア
サ
ヒ
飲
料
群
馬
工
場

を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。


